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背景：大気汚染への曝露が喘息患者の症状悪化と関連していることは数多く報

告されている。しかし、健常者に対する大気汚染の急性影響はほとんど知られて

いない。そこで、健常成人を対象にパネル研究を実施し、肺機能と気道炎症に対

する大気汚染物質の急性影響を評価した。  
方法：東京都内の健常な女子学生 21 名を対象として、呼気凝縮液（EBC）の pH、

呼気一酸化窒素濃度（FeNO）及び肺機能の測定を夏季の 2 週間の間に繰り返し

実施した。大気汚染物質の濃度は、対象者が居住する近隣の測定局における浮遊

粒子状物質（SPM）及びオゾン（O3）濃度を用いて、各指標との関連を一般化

推定方程式により解析した。 
結果： EBC pH は、検査前 4 日平均の O3濃度 10ppb 増加あたり-0.07 [95％信

頼区間：-0.11,-0.03]、検査前 4 日平均の SPM 濃度 10 µg/m3 増加あたり-0.08 
[95％信頼区間：-0.12,-0.03]であり、いずれも有意な低下が観察された。鼻炎の

既往があるものは、O3及び SPM 濃度の増加により EBC pH の顕著な低下がみ

られた。1 秒量（FEV1）も検査前 3 日平均の SPM 濃度と有意に関連しており、

10 µg/m3増加あたり-0.09 [95%信頼区間：-0.17, -0.01] L の低下であった。FeNO
は、喘息の既往のあるものにおいてのみ O3 及び SPM 濃度が増加すると有意に

増加した。 
結論：研究期間中に大気中の O3及び SPM 濃度が上昇すると、EBC pH が有意

に酸性になることが明らかとなった。また、SPM が高濃度では FEV1 の低下と

の関連があった。鼻炎または喘息の既往があるものは大気汚染物質の影響を受

けやすいと考えられた。 
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